
■品質向上を目的に予告なく仕様を変更する場合があります。また、印刷物と実物では色が多少ちがいますのでご了承ください。

●お問い合わせは

このカタログは環境に配慮した再生紙を使用しています。

○商品に関するお問い合わせは
   （土日祝を除く平日 9：00～17：00）お客様相談センター 03-3346-3011
○修理に関するお問い合わせは
   （年中無休・24時間対応） FTSフルタイムサービス0120-3030-17

 2007年10月現在
No.S-29（J）07.10.5N85（IM/SE）97.10

〒163-0478  東京都新宿区西新宿2-1-1  新宿三井ビル52階
ホームページ　http://www.sanwa-ss.co.jp/

 設置基準

以下はシートの物性上、破損等を防ぐために注意していただきたい事項(日本シヤッター･ドア協会が定めた基準)です。

サンシリカスクリーンⅡが使用できない場所

ウォークスルータイプの使用できない場所

（1）常時開放式の防火設備とし、日常開閉する用途には使用できま
せん。

（2）圧力差が30Paを超える区画や機械排煙を行う区画には使用で
きません。ただし、圧力調整を行い、圧力差が30Pa以下になる
区画には設置可能です。
※設置上の諸条件につきましては、お問い合わせください。

〔確認すること〕
火災初期：自然排煙又は排煙機の圧力調整を行って、圧力差

30Pa以下で排煙する区画となっていること。
火災盛期：火災時の圧力が30Pa以下の区画となっていること。

（3）ガス系消火設備（二酸化炭素・窒素など）が設置されている空間
はガスにより高圧力がシートに加わり破損する可能性があるの
で設置できません。

（4）屋外に直接面した区画や地下鉄のホームにつながっている区画
等、外部風雨・列車通過時の風等、強い風圧の影響を受けるとこ
ろにはシートが風圧により破損する可能性があるので設置でき
ません。

（5）倉庫、物販店舗の売場等で荷物、家具、棚等の転倒によりシート
を破損させる場所には設置できません。ただし、転倒防止対策が
とられている場合、あるいはサンシリカ設置計画箇所と家具・棚
等との間が家具・棚等の高さ以上離れていれば設置できます。

（6）天井から吊り下げられている重量物（空調機、照明器具、音響設
備等）が火災時に落下してシートを破損するおそれのある場所に
は設置できません。ただし、落下が予想される対象物がサンシリ
カ設置計画箇所より2ｍ以上離れていれば設置できます。

（7）厨房等のように多量の油煙・水蒸気等が発生する場所は、巻かれ
たシート同士が密着して降下障害の可能性があるので設置でき
ません。

（8）外壁開口部、防犯管理が必要となる場所には設置できません。
（9）非常用エレベーター前の区画には設置できません。ただし、管轄

行政及び消防署に理由を説明し了解を得ている場合は、この限
りではありません。

※当社の従来のカタログでは圧力差20Paと設定していましたが、
　日本シヤッター・ドア協会で新たに基準を30Paと定めました。

（1）5階以上の建物及び、地下2階以下の建物又は、3階以上の階に
物販店舗がある建物において、地上及び避難階に通ずる階段※1

とそれにつながる通路上には設置できません。
（2）劇場、映画館、演芸場、観覧場、公会堂、集会場、百貨店、マーケッ

ト、展示場、キャバレー、カフェー、ナイトクラブ、バー、ダンスホー
ル、遊技場など※2の建物の地上及び避難階に通ずる階段とそれ
につながる通路上には設置できません。

〈解説〉
※1 建築基準法施行令第122条において『避難階段、特別避難階

段』と定められている階段。

※2 建築基準法の別表第一(一)及び(四)に記載された特殊建築物

特定防火設備（旧甲種防火戸）

●スタンダードタイプ ●ウォークスルータイプ 
●リフトアップタイプ

三和の防火・防煙スクリーン

サンシリカ スクリーンⅡ

国土交通大臣認定

CAS-0255 CAS-0277

CAS-0219 CAS-0277

スタンダードタイプ
ウォークスルータイプ

リフトアップタイプ
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対応可能な開口幅は、下表の通りです。

 設計範囲
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※防火防煙仕様の場合、開口面積（W×H）は75.3m2以下となります。

※防火防煙仕様の場合、開口面積（W×H）は75.3m2以下となります。

 開閉機
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分割形

■ウォークスルータイプ
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 仕　様

 国土交通大臣認定 

適合する条文 認定番号 適用座板

特定防火設備
（遮炎性能）

建築基準法施行令
第112条第1項の規定

EA-0184 避難時停止装置なし、（SD）座板仕様Ⅰ型、
（WT-EV）座板仕様Ⅰ型、（WT-K）座板仕様Ⅰ型

EA-0189 （SD）座板仕様Ⅱ型

EA-0190 （WT-EV）座板仕様Ⅱ型、（WT-K）座板仕様Ⅱ型

防火区画の防火設備
（自動閉鎖装置）

建築基準法施行令第112条
第14項第一号の規定 CAT-0254 全座板に適用

遮煙性能を有する防火設備
（自動閉鎖装置）

建築基準法施行令第112条
第14項第二号の規定

CAS-0255 全座板に適用

エレベーター乗り場戸前の
空間を隔てて設置する
バリエーション認定

CAS-0277 全座板に適用

■シート
樹脂コーティング耐熱ガラスクロス（0.7mm）  
色：ホワイト系
※シートは布製ですので、シワが生じていることがありますが
　防火・防煙性能上は、問題ありません。

■操作方法
●上部電動式（押ボタン式）
　SG13（0.13kW）単相100V、三相200V/400V
　SG15（0.2kW）単相100V、三相200V/400V
　SS15（0.2kW）単相100V、三相200V
　SG20（0.25kW）単相100V/200V、三相200V/400V
　SG40（0.5kW）単相100V/200V、三相200V/400V 
●上部手動式（チェーン式／ハンドル式）
　SGH15、SSH15、SGH20、SGH40

■ガイドレール、まぐさ
●スチールまたはステンレス

■座板
●スチール（底面はスチールまたはステンレス）

■防災システム
火災により自動的に閉鎖することおよび、随時閉鎖することが求められます。
●煙（熱）感知器＋手動閉鎖装置

■開閉性能
2000回の繰り返し動作（当社試験）を確認済みです。
ただし、回数は保証値ではありません。使用環境、使用頻度、点検・お手入れなどにより回数が少なく
なることがあります。なお、保証期間については当社営業員にお問い合わせください。

■避難者通過性能
避難者通過試験（健常者での当社試験）を行い、1分間の通過可能人数が70人以上
であることを確認済みです。

■使用条件
●周囲温度 ： －10℃〜＋40℃（凍結状態は除きます）
●周囲湿度 ： RH85％以下
●環境条件 ： 屋内専用。沿岸部、化学工場などの腐食性環境を除きます。

メンテナンス（定期点検）契約
火災時の確実な作動のためにメンテナンス（定期点検）契約を必ず交わしてく
ださい。年1回以上の定期点検が必要です。
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 参考納まり図

本図はウォークスルータイプ（WT-K）座板仕様Ⅱ型の場合を示します。袖ふところ寸法［X・Y］は、スタンダードタイプおよびウォークスルータ
イプの全ての座板仕様において同じで、ケース寸法は以下の表によります。また天井点検口（600×600mm以上）は左右一ヶ所、点検しやす
い位置に設けてください。（下図参照）

ウォークスルータイプ（WT-K）の場合、スクリーンドアを図のように離して設置してください。
1400≦○W＜1535の範囲は必ずウォークスルードア戸尻側に開閉機を設置してください。

■スクリーンドアの設置位置

■ガイドレール形状
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105
200
145
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225
170
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265（271）
210

※（　）はSG20開閉機の場合を示します。

※〈　〉内寸法は、スタンダードタイプの適用座板○G（P.1参照）の場合を示します。
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130〈135〉

80〈95〉

360

95
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避難時停止装置なし
座板仕様Ⅰ型（座板底面布巻き）
座板仕様Ⅱ型（座板底面スチール・ステンレス）

避難時停止装置なし
座板仕様Ⅰ型（座板底面布巻き）
座板仕様Ⅱ型（座板底面スチール・ステンレス）

一体形
本図はウォークスルータイプ（WT-K）座板仕様Ⅱ型の場合を示します。袖ふところ寸法は、スタンダードタイプおよびウォークスルータイプの
全ての座板仕様において同じで、ケース寸法は以下の表によります。また天井点検口（600×600mm以上）は左右一ヶ所および各シート分
割部の点検しやすい位置に設ける必要があります。（下図参照）シート分割部の軸受け上部は下図のように幅1000mm高さ400mmの分
割シート調整作業およびメンテナンススペースが必要です。（また、中間の軸受けは吊り補強が必要です。）分割ピッチ（BW）は2.2～5mとし
開口部を均等割にすることを基本としますが、梁を避け『作業・メンテナンススペース』を確保するため、分割ピッチに差をつけることができま
す。（各分割ピッチの差は700mm以下のこと。）

シート分割部、スクリーンドア（分割ピッチ：BWあたりスクリーンドアは
1ヶ所のみ設置できます）は図の基準に沿って設置してください。

■スクリーンドアの設置位置
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座板仕様Ⅰ型（座板底面布巻き）
座板仕様Ⅱ型（座板底面スチール・ステンレス）

分割形
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〔Ａ部詳細図〕
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（スクリーンドアシート
  重なり寸法）

8
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260

ＥＶ

〔エレベーター出入口幅（800）の場合の納まり〕

乗場戸

X

この寸法内にスクリーンドア開閉に支障となるものがないこと。

380以上※
W

300

270以上

ウォークスルー（WT-K）タイプの場合

この寸法内にスクリーンドア開閉に
支障となるものがないこと。
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8
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260

ウォークスルータイプ（WT-EV）をエレベーター直前に設置する場合

乗場戸

乗場三方枠は、スクリーンドアが十分開閉できるよう、
このライン（     　）内にて設計してください。

Ｂ

エレベーター出入口幅：900

乗場三方枠
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〔Ｂ部詳細図〕
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この寸法内にスクリーンドア開閉に支障となるものがないこと。
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(エレベーター出入口幅)
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〔エレベーター出入口幅（900）の場合の納まり〕

スクリーンドア戸先側に開閉機を設置する場合、戸先側寸法（※）を500mm以上にしてください。

■設置可能範囲
エレベーター出入口幅： EVDW
800≦EVDW

エレベーター乗場戸面～サンシリカスクリーンのシート芯： X
X＝300 または 1000≦X≦4500

ＥＶ

260

乗場戸面～サンシリカ
シート芯までの寸法 

8
0
0 （スクリーンドアふかし寸法：

  エレベーター出入口と
  スクリーンドアの位置関係）

（スクリーンドアふかし寸法：
  エレベーター出入口と
  スクリーンドアの位置関係）

（スクリーンドアシート
  重なり寸法）

かご室戸

270以上

300

380以上※

乗場戸面～サンシリカ
シート芯までの寸法 
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〔エレベーター出入口幅（800）の場合の納まり〕
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380

＝1400W

300

270

ウォークスルー（WT-EV）タイプ ：  W＝1400の場合参考納まり例

W

乗場三方枠は、スクリーンドアが十分開閉できるよう、
このライン（     　）内にて設計してください。

1

2

本図はエレベーター乗場前にウォークスルータイプ（WT-EV）を設置する場合を示します。
エレベーターホールを区画する場合は大臣認定のパターン図を参照願います。

パターン図 乗降ロビ－を設ける場合(乗場戸の正面に防火設備)

EVEV EVEV

昇降路幅程度昇降路幅程度 昇降路幅程度

※※

EV

※

2
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〔Ａ部詳細図〕
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エレベーター出入口幅：800
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乗場戸

X

この寸法内にスクリーンドア開閉に支障となるものがないこと。

365以上※
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285以上

ウォークスルータイプ（WT-K）をエレベーター直前に設置する場合

乗場戸

乗場三方枠は、スクリーンドアが十分開閉できるよう、
このライン（     　）内にて設計してください。

Ｂ

エレベーター出入口幅：900

乗場三方枠

（
1
0
）

サンシリカシート芯

〔Ｂ部詳細図〕

X
2
2
0

この寸法内にスクリーンドア開閉に支障となるものがないこと。

750

(エレベーター出入口幅)
EVDW

900

乗場戸

■設置可能範囲
エレベーター出入口幅（昇降路幅）： EVDW

800≦EVDW＜1000
エレベーター乗場戸面～サンシリカスクリーンのシート芯： X

X＝300 または 800≦X≦4500

ＥＶ

260

乗場戸面～サンシリカ
シート芯までの寸法 

8
0
0 （スクリーンドアふかし寸法：

  エレベーター出入口と
  スクリーンドアの位置関係）

（スクリーンドアふかし寸法：
  エレベーター出入口と
  スクリーンドアの位置関係）

（スクリーンドアシート
  重なり寸法）

かご室戸

285以上

300

365以上※

乗場戸面～サンシリカ
シート芯までの寸法 

X

W

乗場三方枠は、スクリーンドアが十分開閉できるよう、
このライン（     　）内にて設計してください。

3

本図はエレベーター乗場前にウォークスルータイプ（WT-Kダブル丁番）を設置する場合を示します。
エレベーターホールを区画する場合は大臣認定のパターン図を参照願います。

1000≦EVDW＜1100 X＝300 または 700≦X≦4500
1100≦EVDW X＝300 または 450≦X≦4500

間隔は昇降路幅によって異なりますので上記の設置可能範囲表をご覧ください。

ウォ－クスル－タイプは、スクリ－ンドアを引き寄せてから、奥の扉を押し開いて避難するため、
下記パタ－ン図の場合、エレベ－タ－乗場戸とサンシリカスクリ－ンのシ－ト芯の間は、一定の間隔※を離して設置してください。

《一定の間隔を離して設置しなければならない理由》
エレベ－タ－乗場戸とサンシリカスクリ－ンの間に人がいる時、サンシリカスクリ－ンが自重降下し、人が閉じ込められた場合
（エレベ－タ扉が閉まった状態）に、人がスクリ－ンドアより避難できるためには一定の間隔が必要となります。

〔エレベーター出入口幅（800）の場合の納まり〕 〔エレベーター出入口幅（900）の場合の納まり〕

スクリーンドア戸先側に開閉機を設置する場合、戸先側寸法（※）を500mm以上にしてください。

●ウォークスルータイプを計画する場合は、出入口が2枚扉式のため、ドア部の軌道を 考慮した（維持管理も含めた）十分なスペースを確保してください。（下図参照）設計事務所・建設会社の皆様へ

 設計上の注意
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 特　長

避難階にも使用可能な
サンシリカスクリーンⅡ リフトアップタイプ。
コンパクト・低価格を実現し、三和シヤッターが
自信をもっておすすめする防火・防煙商品です。

防火性能と防煙性能を兼ね備えたシート状のシャッターで、常時開放式の特定防火設備（旧甲種防火戸）です。
軽量で薄い素材のシートでできているため、天井内の納まりがコンパクトになるとともに、
降下音が静かで雰囲気がやさしいといった特長があります。
避難の際は下部を持ち上げ、くぐり抜けて脱出。通過後は自重で降下して閉鎖するので
防火・防煙効果が保たれます。シンプルな部品構成で低価格化を図ったリフトアップタイプは、
エレベーター前防火区画用の遮煙対策商品です。

●遮炎（防火）性能と遮煙（防煙）性能を有した大臣認定品です。
●エレベーター前の防火・防煙区画に使用可能な認定を取得。避難階を含む全ての階に使用できます。
●巻取りシャフトにスプリングを内蔵しているので、降下中でも持ち上げて脱出することができます。
　（脱出後は自重で降下します。）
●納まりがコンパクトです。
●取手を付けることで、車イスの方にも使いやすくなっています。

車イスでの
避難のために

取手を
付けました。

車イスの方が通られるエレベーター前の
防火・防煙区画には、
リフトアップタイプをおすすめします。

 避難方法

 設計範囲

 仕　様

 国土交通大臣認定

0.50 1.51.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

内
の
り
高
さ 

H
m

内のり幅 W m0.5
0.8

0 1.51.0

0.5

1.0

1.5

1.8
2.0

2.5

3.0

避難を有するホームエレベーターを含むエレベーター前の
防火・防煙区画の場合。※エレベーター前専用
文字、非常口マーク　  、および取手あり。

避難を有しない防火・防煙区画用開口部に使用した場合。
文字、非常口マーク、および取手はなし。

火災時にスクリーンが自重降下し、
防火・防煙区画を形成します。

避難の際は、座板の黄色の部分に
両手をかけます。車イスの場合、

まず取手で引き上げてから
黄色の部分に持ち替えます。

そのまま上に引き上げます。 頭上まで引き上げたら脱出します。
手を離すと自重降下し、

再び防火・防煙区画を形成します。

■シート
樹脂コーティング耐熱ガラスクロス（0.7mm）  
色：ホワイト系
※シートは布製ですので、シワが生じていることがありますが
　防火・防煙性能上は、問題ありません。

■操作方法
●手動式

■巻取りシャフト
●スプリング内蔵

■用途［屋内専用］※下記以外は使用できません。
●ホームエレベーターを含むエレベーター前の防火・防煙区画
　※エレベーター前専用
●避難を有しない防火・防煙区画用開口部（垂直搬送機の竪穴

区画・マンション管理用のカウンターなど）※避難口としては使
用できません。

■ガイドレール、座板、まぐさ
●ステンレス

■ケース
●スチール

■防災システム
火災により自動的に閉鎖することおよび、随時閉鎖することが求められます。
●煙（熱）感知器＋手動閉鎖装置

■開閉性能
2000回の繰り返し動作（当社試験）を確認済みです。
ただし、回数は保証値ではありません。使用環境、使用頻度、点検・お手入れなどにより回数が少なく
なることがあります。なお、保証期間については当社営業員にお問い合わせください。

■避難者通過性能
避難者通過試験（健常者での当社試験）を行い、1分間の通過可能人数が70人以上
であることを確認済みです。

■使用条件
●周囲温度 ： －10℃〜＋40℃（凍結状態は除きます）
●周囲湿度 ： RH85％以下
●環境条件 ： 屋内専用。沿岸部、化学工場などの腐食性環境を除きます。

メンテナンス（定期点検）契約
火災時の確実な作動のためにメンテナンス（定期点検）契約を必ず交わしてく
ださい。年1回以上の定期点検が必要です。

ホワイト サンド ライトグレー ダークブラウン

適合する条文 認定番号

特定防火設備
（遮炎性能）

建築基準法施行令
第112条第1項の規定 EA-0073

防火区画の防火設備
（自動閉鎖装置）

建築基準法施行令第112条
第14項第一号の規定 CAT-0244

遮煙性能を有する防火設備
（自動閉鎖装置） 建築基準法施行令第112条

第14項第二号の規定

CAS-0219

エレベーターホールの空間を
含めて区画する仕様の認定 CAS-0277
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 パターン図

L : サンシリカ スクリーンⅡ  リフトアップタイプ

（エレベーター 対面2、 防火設備 片側）（エレベーター 対面、 防火設備 片側）

（エレベーター 一列、 防火設備 片側）（乗り場戸の正面に防火設備）

EV

0.3m以下
0.3m超え1.0m程度

【CAS-0219】
【CAS-0277】

昇降路幅程度

L

L

EVEV

4
.5
m
以
内

L

6
m
以
内

EVEV

EVEV

昇降路幅程度

昇
降
路
幅
程
度

EVEV

EVEVEV

6
m
以
内

昇降路幅程度

【CAS-0277】

【CAS-0219】

L

EV

4.5m以内

L

■縦断面詳細

■縦断面詳細

■レール部詳細

■レール部詳細

■姿図

■姿図

■天井内納まり

■露出納まり

作業スペース※
200以上　

作業スペース※
200以上　

作業スペース※
200以上　
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200以上　
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写真は左形納まり

●本姿図は右形納まりの場合を示します。（　）内寸法は左形納まりの場合を示します。
●本図はパターン図にあります「エレベーター直前設置」を想定した場合を示します。
※作業スペースが200以上とれないときは、お問い合わせください。




